
市民WSを通じて検討すべき基本的な方向性案 

   
 

地域２回目で試案作成 

（上記について意見交換できるような手法で実施予定） 

公園とみどりのカルテ（６地域で作成） 

公園の配置状況 

公園の施設状況および利用状況 

地域特性、市民ニーズ 

①公園の規模による役割分担 
地域ごとに異なる大中小それぞれの公園の立地状況を踏ま

えながら、公園の規模に応じた役割分担について検討する。 

・小規模公園は最も身近な公園として、中くらいの公園は小規模公園

の役割を、大きな公園は中くらいの公園の役割を兼ねながら、規模

に応じた多様な機能を確保する。 

・大きな公園が無い、中くらいの公園が複数ある or限られているな

ど、地域による立地状況の違いを踏まえた役割分担を検討する。 

③特長的な公園づくり 
ここの公園ならこれができる、という魅力ある公園づくりを

検討する 

・子育て世代や若者の興味を引くような全市的なイベントや、目玉にな

る大きな遊具、スケートボードなどこれまでになかった新たな遊び場

など、門真市の公園の魅力アップにつながる公園づくりを検討する

（特に大きな公園を対象として）。 

 

②小規模公園の特化 
公園の隣接環境とアクセス性に応じた利活用の可能性を検

討する。 

・三方向を住宅に囲まれていて遊びづらい、周囲が道路に面して住宅

がはりついていないので思いっきり遊べるなど、隣接環境の違いに

よる利活用の可能性を検討する。 

・主要生活道路に面している、袋小路にあって行きづらいなど、アクセ

ス性の違いによる利活用の可能性を検討する。 

検討が必要な方策（案） 

■新規整備 

・空白エリア等における新規公園整備 

■公園の機能の転換 

・市民農園などへの機能の転換 

■公園の廃止 

・利用されていない公園等の廃止 

■  

・ 充実 

■機能の特化・分担 

・

■代替性の確保による機能の補完 

・  

■地域主体の利用ルールづくり 

・

■他市公園の活用 

・隣接市の大規模公園や近隣公園等の活用

方針イメージ 

資料２－３ 

※市民ワークショップにおいて把握できた、市民がよく利用する各地域の中

心的な公園の面積が概ね 1500㎡～3000㎡であったことから、1500㎡以上

の公園を「中くらいの公園」とすることとした。 


